
災害時要援護者支援について

都筑区高齢・障害支援課 高齢・障害係長 吉田 肇

令和５年11月29日



◆災害時要援護者名簿の対象者

【要援護者名簿の対象者】在宅で、次の条件に該当する方
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高 齢 者

① 介護保険要介護・要支援認定者で、ア～ウのいずれかに該当する方
ア 要介護３以上の方
イ 一人暮らし高齢者、または高齢者世帯でいずれもが要支援または要介護認定の方
ウ 認知症のある方（要介護２以下で、認知症の日常生活自立度がⅡ以上の方）

障 害 者

① 障害者総合支援法のサービスの支給決定を受けている身体障害者、知的障害者、
難病患者

② 視覚障害者、聴覚障害者及び移動困難な肢体不自由者のうち身体障害者手帳１～３級
の方

③ 療育手帳（愛の手帳）Ａ１・Ａ２の方
※④ 障害者総合支援法のサービスの支給決定を受けている精神障害者
※⑤ 精神障害者保健福祉手帳１・２級の方

※④・⑤は区で保管する災害時要援護者名簿にのみ掲載。地域に提供する名簿には掲載して
いない。

※令和５年３月時点都筑区対象者：約7,000人 （横浜市全体：約17万人）

（高齢者57％・障害者37%・高齢者かつ障害者6％）



◆発災時の区役所の対応

(1)要援護者の安否確認、状況把握、援護【発災当日～10日目】

・「災害時要援護者名簿」により、地域防災拠点、自主防災組織、民生委員、地域包括支援センター

（地域ケアプラザ）職員やケアマネージャー、訪問看護や訪問介護等の事業所・福祉施設職員等と

連携し、要援護者の状況把握 、福祉避難所

(2)在宅の要援護者の状況把握、援護【４日目～】

・介護サービス事業者等と連携し、在宅の要援護者の状況把握

・福祉ニーズの把握、必要な情報提供、介護用資機材等の確保

(3)避難所にいる要援護者支援【４日目～】

・要援護者の状況把握 ほか(2)に準じた対応

(4)相談対応、各種福祉サービス情報の提供【４日目～】

・福祉ニーズの把握、介護サービス事業者等のサービス復旧状況、対応の可否等情報収集、提供
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◆福祉避難所とは

自宅や地域防災拠点での避難生活が困難な要援護者
のための二次的避難場所。区役所の要請で開設し、
開設・運営は施設職員が行います。

 

福祉避難所
【都筑区内 ２８か所】
地域ケアプラザ ６
特別養護老人ホーム ６
老人福祉センター １
介護老人保健施設 ７
介護付有料老人ホーム ３
児童発達支援センター １
障害者支援施設等 ４

受入可能人数
最大で約７００人



◆福祉避難所の開設要請・要援護者の受入決定）

福祉避難所との連絡イメージ
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区役所 地域防災拠点

福祉避難所

①施設状況報告（システム）

⑩避難者と施設の状況把握
物資やボランティア等の
施設への供給を調整

⑥要援護者の受入先の決定
②要援護者の情報提供

③開設要請（FAX）

④要援護者の受入要請（FAX）
⑤要援護者の受入可否回答
（FAX）

⑧要援護者の移送

⑨受入後は毎日、状況報告
（システム＆FAX）
物資やボランティア等のニーズを連絡

⑦要援護者の受入先の連絡



◆参考１
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【目的】 地域防災拠点や自宅などにいる支援対象者の中から、福祉避難所・緊急入所対象者を判別する。 

【主な使用者】 ケアマネージャー、介護保険事業所、訪問看護師、行政保健師など 

 

＜避難生活でのハイリスク者＞ 

＊参考「災害時要援護者の避難支援ガイドライン（内閣府）」 

 

 

 

介護保険該当者 介護保険非該当者 

 
 

いいえ 
 

Ｑ．１ 

現在の所在（拠点もしくは自宅）で 

介護がなくても生活が維持できるか？ 

 

Ｑ．２ 

介護の協力が得られるか？ 

Ｑ．３ 

現在の所在で生活を維持するた

めに特別な配慮が必要か？ 

 

【考え方】 

・ＡＤＬや生活環境を考慮した時、避難生活を

維持できそうか。 

 
 

＜留意事項＞ 

【考え方】 

・家族や介護者がいても介護力に欠ける場合 

・住民による共助や、サービス事業者の活用により、

支援の人手が得られるか。 

・本人が周囲の手助けに対して受入拒否がないか。 

【考え方】 

・ハード面、ソフト面の資源を必要としているか。 

・持病や障害などにより、状態像が悪化する

リスク 

・周囲への影響の有無（大声をあげたり、

常に目を離せない状況など） 

○これは福祉避難所・緊急入所対象者の判断基準です。施設利用にあたっては、施設ごとに別途、判断基準があります。 

はい 
はい 

◆なるべく現在の所在で避難生活を維持 

いいえ 

在
宅
な
ど 

いいえ はい 

地
域
防
災
拠
点 

（指
定
避
難
所
） 

 

福祉避難所・緊急入所対象者判断フロー図 

①地域防災拠点(指定避難所） 

②任意の避難所 

③在宅など 

高齢者 認知症者 

寝たきり者 

障がい児・者 身体障害（視覚・聴覚・肢体不自由等） 

内部障害（心臓・腎臓・呼吸器機能障害等） 

精神障害 

知的障害・発達障害 

難病患者等 難病 

小児慢性特定疾患 

 

①緊急入所（介護保険施設） 

②福祉避難所（地域ケアプラザ、障害者施設など） 

③その他（地域防災拠点内の別室など） 

◆なるべく現在の所在で

避難生活を維持 

①緊急入所 
（介護保険施設） 

②福祉避難所（地域ケアプラザ、障害者施設など） 

③その他（地域防災拠点内の別室など） 



◆地域で行っている要援護者対策（共助の取組み）

〇３つの方式
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手上げ
方式

地域で任意に
名簿作成

地域で災害時要援護者名簿への登録について周知し、自ら登
録を希望する人を募ることにより名簿を作成する方式

同意方式 区から名簿提供

区役所から自主防災組織等に、「名簿提供について同意した
対象者の名簿」を提供する方式（3～5割）

→佐江戸加賀原・都田・ふれあいの丘（いずれも連合町内
会）

情報共有
方式

区から名簿提供

区役所から自主防災組織等に、「名簿提供に対し拒否の意思
表示をしなかった対象者の名簿」を提供する方式（8～9割）

→港北センタープレイス（連合未加入）
都筑が丘第２（川和連合）
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令和５年 月 日 

ふれあいの丘
おか

地区
ち く

にお住
す

まいの皆様
みなさま

へ 

都
つ

筑
づ き

区
く

長
ちょう

 佐々田
さ さ だ

 賢一
けんいち

    

 

災害
さいがい

時
じ

における要援護者
ようえんごしゃ

支援
し え ん

活動
かつどう

のための 

個人
こ じ ん

情報
じょうほう

提供
ていきょう

についてのお願
ねが

い 

 

 平素
へ い そ

より都筑区
つ づ き く

の福祉
ふ く し

保健
ほ け ん

行政
ぎょうせい

にご理解
り か い

とご協 力
きょうりょく

を賜
たまわ

り、厚
あつ

く御礼
お れ い

を申
もう

し上
あ

げま

す。 

 平成
へいせい

23年
ねん

の東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

により尊
とうと

い人命
じんめい

や財産
ざいさん

が失
うしな

われました。また、平成
へいせい

30年
ねん

の西
にし

日
に

本
ほん

豪雨
ご う う

や、令和
れ い わ

元年
がんねん

の台風
たいふう

15号
ごう

及
およ

び台風
たいふう

19号
ごう

でも大
おお

きな災害
さいがい

が発生
はっせい

し、尊
とうと

い人命
じんめい

や財産
ざいさん

が失
うしな

われています。災害
さいがい

による被害
ひ が い

をできるだけ小
ちい

さくするためには、日
ひ

頃
ごろ

の

地
ち

域
いき

社会
しゃかい

、近隣
きんりん

とのつながりの大切
たいせつ

さが重
じゅう

要
よう

視
し

されています。 

 災害
さいがい

時
じ

の安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

や避
ひ

難
なん

の支
し

援
えん

をスムーズに進
すす

めるためには、皆様
みなさま

一人一人
ひ と り ひ と り

が地
じ

元
もと

の

町
ちょう

内
ない

会
かい

自
じ

治
ち

会
かい

、民
みん

生
せい

委
い

員
いん

などと「災害
さいがい

時
じ

にどのような支
し

援
えん

が必要
ひつよう

なのか」を確認
かくにん

してお

くなど、日
ひ

頃
ごろ

から顔
かお

と顔
かお

の見
み

える関係
かんけい

を築
きず

いておくことが大切
たいせつ

です。 

 あなた様
さま

がお住
す

まいになっている地区
ち く

のふれあいの丘
おか

連
れん

合
ごう

自
じ

治
ち

会
かい

では、このような

災害
さいがい

が発生
はっせい

した時
とき

に自
じ

分
ぶん

だけでは避
ひ

難
なん

することが難
むずか

しい高齢者
こうれいしゃ

や障害
しょうがい

のある方
かた

など

（災害
さいがい

時
じ

要援護者
ようえんごしゃ

）を地
ち

域
いき

ぐるみで支
し

援
えん

する取組
とりくみ

として、横
よこ

浜
はま

市
し

が把
は

握
あく

している災害
さいがい

時
じ

要援護者
ようえんごしゃ

の方々
かたがた

の中
なか

で、災害
さいがい

時
じ

に支
し

援
えん

を希
き

望
ぼう

する方
かた

から、支
し

援
えん

に必要
ひつよう

なことなどをお伺
うかが

いし、災害
さいがい

時
じ

の避
ひ

難
なん

支
し

援
えん

活
かつ

動
どう

に活用
かつよう

することを進
すす

めています。 

 つきましては、ふれあいの丘
おか

連
れん

合
ごう

自
じ

治
ち

会
かい

による災害
さいがい

時
じ

の安
あん

否
ぴ

確
かく

認
にん

や避
ひ

難
なん

の支
し

援
えん

を希
き

望
ぼう

される方
かた

で、裏面
うらめん

のことに同
どう

意
い

される方
かた

は、別紙
べ っ し

の同
どう

意
い

書
しょ

にご署名
しょめい

をいただき、返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

で令和
れ い わ

５年
ねん

12月
がつ

22日
にち

（金
きん

）までに都
つ

筑
づき

区
く

役
やく

所
しょ

にご返送
へんそう

ください。 

◆要援護者への案内（同意方式）
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この同意書
どういしょ

は、都
つ

筑
づき

区
く

にお住
すま

いのご本人
ほんにん

あるいはその代
だい

理
り

の方
かた

によりご記
き

入
にゅう

を

お願
ねが

いいたします。 
 

なお、この「同
どう

意
い

書
しょ

」の受付
うけつけ

は、令和
れ い わ

５年
ねん

1２月
がつ

２２日
にち

発送分
はっそうぶん

（消印
けしいん

有効
ゆうこう

）まで

とさせていただきます。 

令和  年  月  日 

 

 

 

 

 私
わたし

は災害
さいがい

時
じ

に支援
し え ん

を受
う

けることを希望
き ぼ う

するため、次
つぎ

のことに同意
ど う い

しま

す。 

 

①  氏名
し め い

、住所
じゅうしょ

、性別
せいべつ

、生年
せいねん

月日
が っ ぴ

、電話番号
で ん わ ば ん ご う

、避難
ひ な ん

支援
し え ん

事由
じ ゆ う

、緊急
きんきゅう

連絡先
れんらくさき

の情報
じょうほう

を、ふれあいの丘
おか

連
れん

合
ごう

自
じ

治
ち

会
かい

と、自分
じ ぶ ん

が居住
きょじゅう

する地区
ち く

の自治会
じ ち か い

・

町内会
ちょうないかい

の担当者
たんとうしゃ

・民生
みんせい

委員
い い ん

に提供
ていきょう

すること 

② 災害
さいがい

時
じ

の支援
し え ん

に必要
ひつよう

な情報
じょうほう

などをおうかがいするため、自治会
じ ち か い

・町
ちょう

内
ない

会
かい

の担
たん

当
とう

者
しゃ

・民
みん

生
せい

委
い

員
いん

の訪
ほう

問
もん

を受
う

けること 

 

○氏 名
し め い

              

 

 ○住
じ ゅ う

所
しょ

  都
つ

筑
づき

区
く

                        

      （建物名
たてものめい

）                      

 

 ○電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

                

 

 ○緊急
きんきゅう

連絡先
れんらくさき

（電話番号
でんわばんごう

）              続柄
つづきがら

（   ） 

 

同
どう

 意
い

 書
しょ

 



◆個別避難計画

〇優先度の高い要援護者について、令和３年からおおむね５年での作成が努力義務化

〇横浜市では令和４年度に港北区、鶴見区でモデル実施を開始。令和７年度からすべ

ての区で実施見込み

〇まずは風水害対策をベースに実施し、検証しながら地震への対策を検討

〇計画作成には、本人の状況等をよく把握し、信頼関係も期待できる福祉専門職の

参画がカギ

災害が発生したときに「どこの避難所に避難するか」

「誰が避難支援をするか」などをあらかじめ決めておく

→横浜市役所HPに情報が掲載されています。今後も動きがありますので、
ぜひチェックしてみてください。
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